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第総
条里

相
愛
大
学
人
文
科
学
研
究
所
規
程

相
愛
大
学
学
則
第
五
二
条
に
基
づ
き
、
本
学
に
付
属
研
究
・
教
育

機
関
と
し
て
相
愛
大
学
人
文
科
学
研
究
所
（
以
下
、
「
研
究
所
」

と
い
う
）
を
置
く
。

（
目
的
）

第
二
条
研
究
所
は
人
文
科
学
及
び
そ
の
隣
接
領
域
の
研
究
並
び
に
普
及
を

　
　
　
　
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

笙重
柔9

　
　
一

　
　
二

　
　
三

　
　
四

　
　
五

　
　
六

（
部
門
）

第
四
条

研
究
所
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

、
つ
。

各
専
門
分
野
に
お
け
る
学
術
の
研
究

研
究
会
、
講
演
会
の
開
催

共
同
研
究
調
査

委
託
研
究
調
査

紀
要
、
そ
の
他
必
要
な
出
版
事
業

そ
の
他
、
研
究
所
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業

次
の
事
業
を
行

研
究
所
は
、
事
業
の
遂
行
に
必
要
が
あ
る
と
き
に
は
、

研
究
部
門
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

専
門
別
の

（
組
織
）

第
五
条
　
研
究
所
は
所
長
の
他
、
下
記
の
所
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
一
　
研
究
員
　
　
若
干
名

　
　
二
　
研
究
所
助
手
　
一
名

　
　
三
　
事
務
職
員
　
　
　
名

（
所
長
）

第
六
条
　
所
長
は
研
究
所
を
代
表
し
、
こ
れ
を
統
括
す
る
。

　
　
二
　
所
長
は
教
授
会
の
議
を
経
て
学
長
が
任
命
す
る
。

　
　
三
　
所
長
の
任
期
は
二
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

（
研
究
員
）

第
七
条
　
研
究
員
は
本
学
の
専
任
教
員
の
兼
担
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　
　
　
　
ま
た
必
要
に
応
じ
て
そ
の
他
の
研
究
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
運
営
委
員
会
）

第
八
条
　
研
究
所
に
運
営
委
員
会
を
置
く
。

　
　
二
　
運
営
委
員
会
は
、
所
長
、
研
究
員
及
び
人
文
学
部
主
任
会
構
成
員

　
　
　
　
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

　
　
三
　
運
営
委
員
会
は
、
研
究
所
の
運
営
維
持
等
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

（
改
廃
）

第
九
条
　
本
規
程
の
改
廃
は
運
営
委
員
会
の
発
議
に
基
づ
き
、
教
授
会
の
議

　
　
　
　
を
経
て
、
学
長
が
行
う
。

附附附
則則則

こ
の
規
程
は
平
成
一
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

本
改
正
規
程
は
平
成
一
七
年
四
月
　
日
か
ら
施
行
す
る
。

本
改
正
規
程
は
平
成
一
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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〔
彙

報
〕

平
成
二
十
二
年
度
相
愛
大
学
公
開
講
座

テ
ー
マ
「
大
阪
か
ら
考
え
る
」

場
所
・
教
室
（
時
間
）
　
南
港
学
舎
・
R
四
〇
一
、
本
町
学
舎
・
講
堂
（
午
後
二
時
か
ら
四
時
）

日
程
・
題
目
・
講
師

　
二
〇
一
〇
年
九
月
四
日
（
土
）

　
　
宗
教
と
芸
能
－
仏
教
と
上
方
落
語
－
　
　
　
　
本
学
教
授
釈
徹
宗

　
九
月
十
一
日
（
土
）

　
　
大
阪
の
全
盛
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
教
授
　
千
葉
真
也

　
九
月
十
八
日
（
土
）

　
　
古
代
仏
教
法
会
の
素
晴
ら
し
さ
　
i
四
天
王
寺
聖
霊
会
舞
楽
大
法
要
に
つ
い
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
准
教
授
　
小
野
　
真

　
十
月
二
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
な
い

　
　
大
坂
の
学
　
－
川
、
島
、
商
、
人
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
教
授
　
呉
谷
充
利

　
十
月
九
日
（
土
）

　
　
平
安
遷
都
後
の
難
波
地
域
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
教
授
　
山
本
幸
男

人
文
科
学
研
究
所
主
催
　
公
開
研
究
会

二
〇
一
〇
年
十
二
月
十
五
日

　
相
愛
大
学
南
港
学
舎
に
て

〔
研
究
発
表
〕

ぼ
か
し
表
現
「
と
か
」
に
つ
い
て
の
考
察
　
　
　
中
国
・
漸
江
工
業
大
学
外
国
語
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
語
科
専
任
講
師
　
劉
　
暁
傑

　
人
文
学
部
外
国
人
研
究
員
と
し
て
来
日
さ
れ
た
劉
臨
空
氏
を
む
か
え
て
、
右
記
の
表
題
の

も
と
、
特
別
公
開
研
究
会
を
開
催
し
た
。
学
生
の
参
加
者
も
加
え
て
人
文
学
部
教
員
と
の
活

発
に
し
て
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。
日
本
語
と
い
う
言
語
の
特
性
に
つ
い
て
外
国
人
が
日

本
語
で
発
表
し
、
我
々
日
本
人
と
日
本
語
で
微
に
入
り
細
に
入
っ
た
討
論
を
す
る
。
学
問
は

国
境
を
越
え
る
と
い
う
醍
醐
味
を
味
わ
っ
た
幸
福
な
時
間
で
あ
っ
た
。
な
お
、
発
表
の
主
旨

は
、
本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ニ
〇
一
〇
年
九
月
八
日
・
九
日
・
十
日

　
中
国
・
東
北
大
学
（
遼
寧
省
　
藩
陽
）
に
て

〔
テ
ー
マ
〕

融
合
・
共
生
・
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
ー
第
2
回
中
日
文
化
比
較
研
究
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
主
催
　
（
中
国
）
東
北
大
学
中
日
比
較
文
化
研
究
所

　
　
　
　
（
日
本
）
日
中
人
文
社
会
科
学
学
会

　
　
　
　
（
日
本
）
相
愛
大
学
人
文
科
学
研
究
所

　
右
の
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
人
文
学
部
か
ら
山
本
幸
男
、
孫
久
富
、
鳥
井
正
晴
が

参
加
し
た
。
東
北
大
学
関
係
者
か
ら
は
、
こ
の
上
な
い
丁
重
な
歓
迎
を
受
け
た
。

国
際
学
術
誌
発
行

二
〇
〇
九
年
十
二
月
発
行

　
〔
書
名
〕
中
日
文
化
比
較
研
究
論
集
（
第
一
輯
）

　
〔
編
者
〕
　
主
編
　
　
王
　
秋
菊

　
　
　
　
　
副
主
編
　
王
　
　
岩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
　
　
健

　
　
　
　
　
監
修
　
　
山
本
幸
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
徳
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
　
久
富

　
〔
発
行
所
〕
（
中
国
）
東
北
大
学
出
版
社

右
翼
集
の
発
行
は
、
相
愛
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
助
成
に
よ
る
。
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編
集
後
記

　
今
年
の
公
開
講
座
の
テ
ー
マ
は
「
大
阪
か
ら
考
え
る
」
で
あ
っ
た
。
東
京
へ
の
あ
ら
ゆ
る

国
家
機
能
の
一
極
集
中
が
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
。
そ
の
情
況
の
中
で
、
こ
と
さ
ら
に
東
京
以

外
の
都
市
か
ら
と
い
う
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
で
も
っ
て
思
索
す
る
こ
と
は
、
周
辺
が
中
心
を

捉
え
な
お
す
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
し
か
し
、
畿
内
の
中
心
で
あ
る
大
阪
は
単
な
る
一
周
辺

都
市
で
は
な
い
。
か
つ
て
日
本
の
中
心
で
あ
り
、
日
本
の
文
化
の
基
底
を
決
定
づ
け
た
場
所

で
も
あ
る
。
と
り
わ
け
宗
教
に
お
い
て
は
、
大
和
朝
廷
が
継
承
し
て
来
た
神
道
的
思
考
と
外

来
宗
教
で
あ
る
仏
教
的
思
考
が
融
合
し
、
そ
の
後
の
日
本
の
精
神
世
界
の
在
り
方
の
基
盤
を

形
成
し
た
場
で
あ
る
。
ま
た
、
我
々
浄
土
真
宗
の
宗
門
校
に
と
っ
て
は
、
大
坂
は
、
蓮
如
に

よ
っ
て
本
願
寺
が
建
築
さ
れ
、
浄
土
真
宗
が
飛
躍
的
に
広
ま
っ
た
時
期
の
中
心
地
と
し
て
、

最
重
要
地
の
一
つ
で
あ
る
。
か
つ
て
の
精
神
世
界
の
中
心
で
あ
り
、
か
つ
後
世
を
把
握
し
て

き
た
基
盤
を
形
成
し
た
場
所
、
そ
し
て
現
在
は
周
辺
に
な
り
つ
つ
あ
る
場
所
、
そ
れ
が
大
阪

で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
思
索
を
す
る
こ
と
は
中
心
と
周
辺
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、
あ
る
い
は
中

心
が
規
定
し
た
基
盤
の
歴
史
性
を
考
察
す
る
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
一
連
の
講
座

は
、
い
ず
れ
も
そ
う
い
っ
た
思
索
を
促
す
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
野
）


